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まず始めに、今回の視察のお礼を申し上げたいと思います。馬場先生、誘っていただき

まして誠にありがとうございました。そして、馬場先生並びに参加者全員に、大変お世話

になりましたことを深く感謝しております。 
 
視察では本当に多くのことを学ぶことができました。生活面で印象を受けたのは、福祉

用具センターには、様々なガーデニング道具があり、庭や植木を手入れすることを楽しみ

にしている人が多いこと、それとどの部屋にも自分の好きな家具があり、素敵な住空間に

なっていたことです。日本でも住環境や生活に興味を持ちながら楽しめるようにしたいと

思いました。 
仕事現場では、OTの活躍を始めとして、皆さんが誇りと自信を持って働いているという

のが印象的でした。日本で介護や医療の現場は大変だとは聞いていましたが、ここでは、

ただ大変というわけではなく、やりがいが持てる仕事であり、働く側の体も大事にしなく

てはいけないというのを、周囲が理解している風土だということです。その理解を勝ち取

れたのは、皆が職場・職能の立場や意義を、自分たちで変えていこうという努力があった

からだと思いました。 
向こうで出会った方々を通して魅力的だと感じたのは、団体の理事として政治と闘って

いる親、親しげに話をしてくれる入居者、人と接するのが好きな障がいを持った人達でし

た。良い住宅があるから、生活が良くなり、自分の居場所も安定し人格が良くなっていく

のではないか、それを手に入れるのが人間の当然の権利であるように感じました。 
制度の話では、始めからこうであったのではなくて、苦労を積み重ねてきたからこそ今

があるのだと感じました。日本も今は苦労をしなくてはいけないですが、将来必ず北欧に

続いて、ひとりひとりが生きていることが、心から幸せに感じることができるように、絶

対にできるはずだという前向きな確信と激励をもらいました。 
私は今回記録係として同伴させていただきました。とても緊張しましたが、この視察中

皆さんからずっと支えて頂いたおかげで、帰国頃には１０数人の新しい親・兄・姉ができ

るくらい意義深い視察となりました。帰国後に思うのは、世界中に福祉・医療・建築の連

携について興味があり、社会を変える意気込みを持たれて闘っている同・異世代の仲間・

友人・戦友がいることはとても素晴らしいということ、そして学生として参加することが

できたのは全て親のおかげであることへの感謝です。 
最後にどこまでも激励・指導をして頂きました馬場先生始め皆さんに感謝を申し上げま

す。本当に有難う御座いました。 
 






















